
（別紙様式１１−３）研究集会の参加状況

研究集会名：

代表者名：

所内担当教員名：

※共同利用・共同研究とは、本拠点を利用して行われる研究であって、募集により関連研究者が参加して行われるものを指します。

※研究集会の参加機関数、参加人数、延べ人数を区分に応じて記入してください。

※外国人、若手研究者（35歳以下）大学院生の人数は、それぞれ参加人数、延べ人数に対しての内数を記入してください。

※受入れ人数については、上段に総数を下段に（）で女性の内数を記入してください。

※「名古屋大学」の所属機関数は、「学部数」等を記入してください。

※参加人数及び延べ人数の算出方法は、以下の例に基づき算出してください。
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１．１つの共同利用・共同研究課題で２人を共同研究員として３日間受け入れた（参加した場合）：参加人数２人、延べ人数６人
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２．同一人物が２つの共同利用・共同研究課題（課題Ａ、課題Ｂ）に参加し、課題Ａに３日間、課題Ｂに４日間参加（来所）した場合：

0

0

0

0

(0)

(0) (0)

(0) (0)

0

(0)

(0)

(0) (0)

(0) (0)(0)

0

0

0 0

0

0

0 0

私立大学

大学共同利用機関法人

独立行政法人等公的研究機関

民間機関

外国機関
(0)

(0)

(0)

0

その他

計

(0) (0) (0) (0)

(0) (0)

国立大学

公立大学

(0) (0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0

(0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)
0

(0)
0

(0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0)

(0) (0)

(0) (0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0)

(0)

(0) (0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)
0

(0) (0)

(0)

(0) (0) (0) (0)

0

0

0

0

0

0

0

0


	実施状況報告書

